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は
じ
め
に

　

沖
縄
県
の
戦
後
に
お
け
る
国
語
教
育
史
を
と
ら
え
る
上
で
、
継
続
的
に
発
行

さ
れ
て
き
た
学
級
通
信
に
注
目
し
た
い
。
か
つ
て
、
野
地
潤
家
は
、「
学
校
単

位
の
歴
史
を
学
校
史
と
名
づ
け
れ
ば
、
在
来
の
学
校
史
は
」、「
学
校
の
外
郭

史
・
制
度
史
に
と
ど
ま
っ
て
、
継
続
的
な
記
述
に
よ
る
、
内
実
史
・
実
践
史
に

ま
で
は
高
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、「
既
存

の
学
校
史
の
性
格
・
傾
向
を
こ
え
て
、
教
育
の
営
み
そ
の
も
の
を
、
く
わ
し
く

い
き
い
き
と
と
ら
え
て
、
そ
の
学
校
の
教
育
実
践
史
と
し
て
記
述
し
、
定
着

し
て
い
く
立
場
・
方
法
」
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
っ＊た1
。
そ
の
方
法
と
し

て
、
個
別
記
録
を
重
視
し
、
そ
の
継
続
・
集
積
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
継
続
・
集
積
に
は
「
個
別
記
録
の
年
間
を
通
じ
て
の
自
然
集
積
と
、
計
画

集
積
の
二
つ
の
方
法
」
が
あ
る
と
し
、
両
者
の
違
い
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
ま
ず
、「
自
然
集
積
」
は
、
一
定
の
教
育
方
針
と
計
画
に
従
っ
て
な
さ
れ

る
が
、
統
合
を
意
図
的
に
図
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
各
実
践
主
体
の
自
由
意

志
に
ま
か
さ
れ
、
自
然
な
記
録
集
積
に
待
つ
方
法
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、「
計
画
集
積
」
は
、
そ
の
学
校
の
教
育
実
践
（
研
究
）
体
制
に
お
い
て
、

個
別
記
録
の
資
料
処
理
と
そ
の
組
織
化
を
、
各
教
科
別
、
ま
た
は
学
校
全
体
の

共
同
研
究
に
よ
っ
て
図
ろ
う
と
す
る
方
法
と
し
て
い
＊る2
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
学
級
通
信
は
、「
自
然
集
積
」
と
し
て
の
個
別
記
録
に
属

し
て
い
る
。
意
図
的
統
合
が
目
指
さ
れ
て
は
い
ず
、
個
別
科
目
の
実
践
記
録
と

し
て
は
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
発
行
者
（
学
級

担
任
）
の
教
育
観
に
根
差
し
た
、
学
級
運
営
、
教
科
指
導
、
生
活
指
導
、
行

事
、
保
護
者
へ
の
連
絡
、
啓
蒙
、
協
力
要
請
、
保
護
者
と
の
交
流
等
に
わ
た
る

教
育
的
営
為
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
児
童
の
姿
が
多
様
に
生
き
生
き

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
計
画
集
積
と
し
て
の
実
践
記
録
に
は
な
い
、
多
様
性
と

総
合
性
が
、
そ
こ
に
は
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
対
象
を
、
知
花
初
枝
教
諭
刊
行
の
、
仲
泊
小
学
校
一
年
生
の
学

級
通
信
﹃
あ
ゆ
み
﹄（
一
八
八
四
年
度
）
を
中
心
に
文
字
・
作
文
教
育
に
関
す

る
記
録
に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
た
い
。

渡　

辺　

春　

美

学
級
通
信
『
あ
ゆ
み
』（
一
九
八
四
年
度
・
仲
泊
小
学
校
一
年
）
に
み
る

低
学
年
作
文
指
導
の
実
際

―
戦
後
に
お
け
る
沖
縄
県
国
語
教
育
史
の
断
面

―

「
国
語
教
育
研
究
」
第
五
十
八
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
刊
）
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一

　知
花
初
枝
教
諭
︵
後
教
頭
・
校
長
︶
の
履
歴
と
学
級

通
信
発
行

1

　知
花
初
枝
教
諭
の
履
歴

　

知
花
初
枝
教
諭
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
四
月
に
沖
縄
市
立
諸
見

小
学
校
に
入
学
し
、
同
コ
ザ
中
学
校
、
沖
縄
県
立
コ
ザ
高
等
学
校
を
経
て
、

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
四
月
に
、
琉
球
大
学
教
育
学
部
心
理
学
科
に
入
学

し
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
三
月
に
同
大
学
同
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
。

　

職
歴
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
六
月
か
ら
一
九
七
七
（
昭
和

五
二
）
年
ま
で
、
補
充
教
員
と
し
て
勤
め
た
。
次
い
で
、
教
諭
と
し
て
、
恩

納
村
立
山
田
小
学
校
（
一
九
七
七
年
四
月
～
一
九
八
一
年
三
月
）、
読
谷
村

立
渡
慶
次
小
学
校
（
一
九
八
五
年
四
月
～
一
九
九
〇
年
三
月
）、
同
喜
納
小

学
校
（
一
九
九
〇
年
四
月
～
一
九
九
五
年
三
月
）、
恩
納
村
立
喜
瀬
武
原
小

学
校
（
一
九
九
五
年
四
月
～
一
九
九
九
年
三
月
）、
金
武
町
立
金
武
小
学
校

（
一
九
九
九
年
四
月
～
二
〇
〇
一
年
三
月
）、
教
頭
と
し
て
、
宜
野
座
村
立
松
田

小
学
校
（
二
〇
〇
一
年
四
月
～
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
校
長
と
し
て
、
沖
縄
市

立
島
袋
小
学
校
（
二
〇
〇
四
年
四
月
～
二
〇
〇
七
年
三
月
）
に
勤
務
し
て
い

＊る3
。

2

　知
花
初
枝
教
諭
の
学
級
通
信
発
行

　

学
級
通
信
は
、
一
九
七
九
年
度
の
恩
納
村
立
山
田
小
学
校
の
三
年
目
か
ら
、

以
下
の
通
り
に
発
行
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
七
九
年
度
﹃
こ

だ
ま
﹄（
山
田
小
）、
一
九
八
〇
年
度　
﹃
あ
し
あ
と
﹄（
同
）、
八
一
年
度
﹃
こ

だ
ま
﹄（
仲
泊
小
）、
八
二
年
度
﹃
が
じ
ゅ
ま
る
﹄（
同
）、
八
三
年
度
﹃
が
じ
ゅ

ま
る
﹄（
同
）、
八
四
年
度
﹃
あ
ゆ
み
﹄（
同
）、
八
五
年
度
﹃
あ
ゆ
み
﹄（
渡
慶

次
小
）、
八
六
年
度
﹃
な
か
ま
﹄（
同
）、
八
七
年
度
﹃
な
か
ま
﹄（
同
）、
八
八

年
度
﹃
な
か
ま
﹄（
同
）、
八
九
年
度
﹃
な
か
ま
﹄（
同
）、
一
九
九
〇
年
度
﹃
な

か
ま
﹄（
喜
納
小
）、
九
一
年
度
﹃
や
ま
び
こ
﹄（
同
）、
九
二
年
度
﹃
や
ま
び

こ
﹄（
同
）、
九
三
年
度
﹃
わ
か
ば
﹄（
同
）、
九
四
年
度
﹃
わ
か
ば
﹄（
同
）、

九
五
年
度
﹃
山
び
こ
﹄（
喜
瀬
武
原
小
）、
九
七
年
度
﹃
山
び
こ
﹄（
同
）、
九
八

年
度
﹃
山
び
こ
﹄（
同
）、
九
九
年
度
﹃
山
び
こ
﹄（
金
武
小
）
と
、
二
〇
年
間

に
亘
っ
て
発
行
・
刊
行
さ
れ
続
け
＊た4
。

二

　学
級
通
信
の
内
容
―﹃
あ
ゆ
み
﹄︵
仲
泊
小
一
年
︶
を

中
心
に
―

　

学
級
通
信
﹃
あ
ゆ
み
﹄（
一
九
八
四
年
度
）
は
、
Ｂ
4
二
つ
折
り
で
一
冊
に

製
本
さ
れ
、
表
紙
上
部
に
は
、「
親
と
子
と
教
師
で
綴
る
こ
の
１
年
」
と
す
る

表
示
が
あ
り
、
つ
い
で
行
を
改
め
、
表
題
と
し
て
、﹃
学
級
だ
よ
り　

あ
ゆ
み
﹄

と
あ
る
。
中
部
に
は
、
子
ど
も
の
遊
ぶ
様
子
の
絵
が
描
か
れ
、
表
紙
下
部
に

は
、「
一
九
八
四
（
算
用
数
字
―
渡
辺
注
）
年
度
」
と
あ
り
、
改
行
し
て
「
仲

泊
小
学
校
一
（
同
）
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
は
な
い
。

　
﹃
あ
ゆ
み
﹄
を
考
察
の
対
象
と
し
た
の
は
、
知
花
初
枝
教
諭
が
教
職
一
五
年

目
（﹃
あ
ゆ
み
﹄
の
自
己
紹
介
欄
参
照
）
で
あ
り
、
学
級
通
信
を
継
続
発
行
し

て
六
年
目
、
と
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
仲
泊
小
学
校
で
一
年
生
担
当

が
二
回
目
で
あ
り
、
赴
任
時
の
一
年
生
担
当
時
に
も
﹃
こ
だ
ま
﹄
を
発
行
し
て

お
り
、
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
選
択
し
た
。
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﹃
あ
ゆ
み
﹄
は
、
一
七
八
号
分
の
通
信
と
、
児
童
全
員
の
作
文
「
う
ち
の
人

の
こ
と
」
と
に
分
け
て
一
冊
に
製
本
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
（
四
月
九
日
）
に

は
、「
創
刊
号
に
あ
た
っ
て
」
と
し
て
、「
こ
れ
か
ら
、
学
級
だ
よ
り
﹃
あ
ゆ

み
﹄
を
発
行
し
ま
す
。
／（
改
行
を
示
す
、
以
下
同
じ
―
渡
辺
注
）
子
ど
も
達

と
お
父
さ
ん　

お
母
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
日
々
の
﹃
あ
ゆ
み
﹄
の
記
録
で
す
」

と
目
的
が
記
さ
れ
、
掲
載
内
容
と
し
て
、「
・
学
級
内
の
ニ
ュ
ー
ス
／
・
一
人

ひ
と
り
の
仲
間
の
紹
介
／
・
子
ど
も
達
の
作
品
／
・
お
知
ら
せ
・
お
願
い
／
・

私
の
ぐ
ち
（
た
ま
に
）
／
な
ど
」
を
挙
げ
、「
よ
ろ
し
く
愛
読
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。」
と

呼
び
か
け
て
、
創
刊
の
言
葉
と
し
て
い
る
。

　

掲
載
内
容
の
「
一
人
ひ
と
り
の
仲
間
の
紹
介
」
に
あ
た
る
「
わ
が
子
を
か
た

る
」
は
、
適
宜
、
断
続
し
て
一
人
ず
つ
、
保
護
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

個
々
の
生
い
立
ち
と
と
も
に
、「
わ
が
子
」
へ
の
思
い
が
綴
ら
れ
、
児
童
一
人

一
人
の
か
け
が
え
の
な
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
学
級
内
の
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
、
授
業
時
間
、
休
み
時
間
、
給
食
時
間
な
ど
の
児
童
の
様
子
が
、
担

任
の
思
い
と
と
も
に
描
き
出
さ
れ
、
生
き
生
き
と
、
時
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
時

に
感
動
的
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
教
育
の
留
意
事
項
と
し
て
は
、「
こ

ど
も
に
言
っ
て
い
け
な
い
こ
と
ば
」、「
生
活
の
リ
ズ
ム
を
親
子
で
つ
く
ろ
う
」、

「
子
ど
も
の
し
か
り
方
」、「
過
保
護
・
過
干
渉
」、「
テ
レ
ビ
漬
け
、
七
つ
の
大

罪
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三

　文
字
・
作
文
学
習
指
導

1

　か
な
文
字
を
書
く
学
習
指
導

（1）
鉛
筆
の
持
ち
方
の
指
導

　

文
字
の
学
習
指
導
は
、﹃
あ
ゆ
み
﹄
二
号
（
四
月
九
日
）
に
は
、「　
　

さ
ん

へ
／
せ
ん
せ
い
の
な
ま
え
は　

ち
ば
な
は
つ
え
で
す
。
／
せ
ん
せ
い
は　
　
　

さ
ん
と
は
や
く
／
な
か
よ
し
に
な
り
た
い
で
す
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
じ

ぶ
ん
の　

な
ま
え
が　

か
け
る　

子こ

は　

か
い
て　

ご
ら
ん
な
さ
い
。」
と
指

示
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
文
字
へ
の
意
識
喚
起
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
に
は
、
学
習
者
の
文
字
習
得
状
態
を
把
握
す
る
ね
ら
い

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
い
で
、
三
号
（
四
月
一
〇
日
）
に
は
、「
鉛
筆
の
正
し
い
持
ち
方
」
に
関

す
る
、
絵
入
り
の
留
意
点
を
転
載
し
て
い
る
。「
親
指
は
、
余
り
強
く
ま
げ
な

い
。」、「
親
指
の
先
が
、
人
差
し
指
よ
り
下
が
ら
な
い
。」、「
鉛
筆
の
け
ず
り
ぎ

わ
の
少
し
上
（
1
ｃ
ｍ
く
ら
い
）
を
持
つ
。」「
鉛
筆
の
軸
が
、
親
指
と
人
差
し

指
の
つ
け
根
ま
で
い
か
な
い
。」
と
留
意
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
そ

の
ほ
か
の
注
意
」
と
し
て
、「
・
中
指
、
く
す
り
指
、
小
指
は
、
軽
く
ま
る
め

て
内
側
に
お
く
。
／
・
小
指
は
、
紙
の
上
に
つ
け
て
お
く
。
／
・
手
首
や
指
に

力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
。」
が
、
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
号
（
四
月
一
一

日
）
で
も
、「
え
ん
ぴ
つ
を
持
つ
時
お
ち
い
り
や
す
い
10
の
失
敗
」
と
し
て
、

細
や
か
な
注
意
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
保
護
者
宛
に
鉛
筆
の
正
し
い
持
ち
方
を

伝
え
、
家
庭
で
も
見
守
り
、
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
に
鉛
筆
の
正
し

い
持
ち
方
が
定
着
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
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四
号
に
は
、
鉛
筆
は
、「
2
Ｂ
を
ご
準
備
下
さ
い
。」
と
あ
り
、「
ど
の
子
も 

早
く
勉
強
が
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。（
中
略
―
渡
辺
）
一
年
生
の

〝
や
る
気
満
々
〟
に
圧
倒
さ
れ
て
国
語
の
〝
授
業
〟
に
入
り
ま
し
た
。
／
ま
ず
、

読
み
と
正
し
い
鉛
筆
の
持
ち
方
か
ら
で
す
。」
と
あ
り
、
こ
の
日
か
ら
鉛
筆
の

持
ち
方
の
練
習
に
入
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。﹃
こ
だ
ま
﹄
五
号
（
一
九
八
一

年
四
月
一
一
日
）
に
は
、
柔
ら
か
い
鉛
筆
を
用
い
る
こ
と
、
マ
ス
目
は

二
・
五 ｃ
ｍ
く
ら
い
、
下
敷
き
は
柔
ら
か
い
も
の
が
よ
い
な
ど
の
他
、
上
手
な

鉛
筆
の
持
ち
方
に
慣
れ
る
た
め
の
線
の
引
き
方
も
載
せ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
入
門
期
の
鉛
筆
の
に
ぎ
り
方
や
用
具
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

の
通
り
に
や
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
あ
わ
て
て
無
理
に
な
お
さ
せ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
／
学
級
で
は
子
ど
も
達
の
実
態
を
観
察
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
進
め
る
つ
も
り
で
す
。」
と
配
慮
事
項
と
と
と
も
に
、
指
導
方
針
に
つ
い
て

も
説
明
し
て
い
る
。

（2）
文
字
を
書
く
指
導

　

九
号
（
四
月
一
八
日
）
に
は
、「
名
前
を
書
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
鉛
筆
に
力

を
入
れ
き
れ
な
い
子
も
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
何
度
も
け
し
ゴ
ム
を
使
っ
た
子
も

い
ま
す
。
一
年
も
す
れ
ば
、
り
っ
ぱ
な
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。」
と

あ
り
、
四
人
の
児
童
の
書
い
た
文
字
が
複
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
導
に
は
児

童
の
文
字
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い
よ
う
。
児
童
の
書
い
た

名
前
の
紹
介
は
、
一
三
号
（
四
月
二
四
日
）
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

四
月
二
六
日
か
ら
は
、
五
十
音
図
の
読
み
の
練
習
に
続
き
、
文
字
の
練
習
に

入
っ
て
い
る
。
一
五
号
（
四
月
二
七
日
）
に
は
、「
き
の
う
か
ら
、
文
字
の
書

き
に
入
り
ま
し
た
。
／
待
ち
に
待
っ
て
い
た
だ
け
に
、
子
ど
も
達
の
く
い
つ
き

方
は
大
し
た
も
の
で
す
。
／
ま
ず
、「
し
・
く
・
つ
・
へ
」
の
四
文
字
か
ら
で

す
。
学
級
集
会
で
も
話
し
ま
し
た
が
、
一
日
四
・
五
文
字
ほ
ど
進
む
予
定
で
す
。

（
中
略
―
渡
辺
）
／
終
わ
っ
た
後
で
大
き
な
ま
る
を
つ
け
て
や
り
ま
し
た
。（
中

略
―
同
）
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。」
と
あ
る
。
一
九
号
（
五
月

七
日
）
に
は
、「
国
語
の
帳
面
を
新
し
く
準
備
し
ま
し
た
。
／
そ
の
日
で
学
習

し
た
文
字
を
復
習
さ
せ
て
い
ま
す
。
／
大
き
な
文
字
を
書
く
よ
う
に
と
言
っ
て

い
ま
す
。
／
う
ち
で
点
検
を
し
て
、
毎
日
出
さ
せ
て
下
さ
い
。」
と
あ
り
、
保

護
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
継
続
し
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
様
子
が
窺
え
る
。

　

二
一
号
（
五
月
九
日
）
に
は
、「
今
日
ま
で
に
二
十
五
文
字
練
習
し
ま
し

た
。」
と
あ
り
、
続
け
て
、「
ほ
と
ん
ど
、
プ
リ
ン
ト
を
利
用
し
て
学
習
し
て

い
ま
す
。
や
さ
し
い
（
書
き
方
が
）
文
字
か
ら
入
っ
て
い
ま
す
。
／「
ら
」
と

「
ち
」
を
練
習
し
た
時
二
つ
は
﹃
い
と
こ
﹄
に
ち
が
い
な
い
と
み
ん
な
で
決
め

ま
し
た
。
／
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
ど
ち
ら
も
﹃
つ
﹄
と
い
う
形
が
あ
る
か

ら
で
す
。
／
そ
の
ほ
か
「
ん
」
と
「
え
」「
る
」
と
「
ろ
」
も
い
と
こ
だ
と
決

め
て
あ
り
ま
す
。
／
人
間
だ
っ
て
、
い
と
こ
同
士
は
、
ど
こ
か
似
て
い
ま
す
か

ら
、
子
ど
も
達
は
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
、
五
十
音
の
中
か
ら
、
い
と
こ
同
士
を

さ
が
し
て
い
ま
す
。」
と
、「
い
と
こ
」
と
し
て
文
字
を
類
型
化
し
て
覚
え
さ
せ

る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
三
一
号
（
五
月
二
三
日
）
に
は
、「
清
音
の
指
導

が
終
わ
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
全
員
が
す
ら
す
ら
と
書
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
一
个
月
を
か
け
て
清
音
を
書
く
指
導
を
し
た
こ
と
に

な
る
。
本
号
に
は
、
他
に
鏡
文
字
の
注
意
も
載
っ
て
い
る
。
四
〇
号
（
六
月
七

日
）
に
は
、「
五
十
音
が
だ
い
た
い
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
連
絡

帳
を
書
か
せ
始
め
ま
し
た
。
／
初
日
の
昨
日
は
、
四
十
分
も
か
か
り
ま
し
た
。

／
子
ど
も
達
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
書
き
ま
す
。」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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（3）
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
の
学
習

　

二
学
期
の
﹃
あ
ゆ
み
﹄
九
二
号
（
九
月
二
五
日
）
に
は
、
漢
字
の
学
習
が
始

ま
り
、
一
年
生
は
七
六
字
学
習
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
の
指
導
に
関

し
て
は
、「
最
初
に
漢
字
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
を
話
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
お
も
し
ろ
が
っ
て
﹃
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ
よ
う
。﹄
な
ど
と

言
い
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
象
形
文
字
の
山
・
木
を

成
り
立
ち
か
ら
教
え
関
心
を
持
た
せ
て
い
る
。
つ
い
で
、「
木
」
の
つ
く
こ
と

ば
、「
さ
く
ら
の
木
」「
ま
つ
の
木
」「
木
を
き
る
」
な
ど
を
挙
げ
さ
せ
て
い
る
。

漢
字
指
導
の
方
法
と
し
て
、「
単
に
、
ノ
ー
ト
い
っ
ぱ
い　

木
木
木
木
・
・
・

と
書
か
せ
る
よ
り
、﹃
木
に
の
ぼ
る
﹄﹃
木
の
か
げ
﹄
な
ど
の
よ
う
に
、
言
葉
と

し
て
、
文
と
し
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
漢
字
を
生
き
た
言
葉
の
中
で
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
漢
字

を
機
能
面
か
ら
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
〇
九
号
（
一
〇
月

一
九
日
）
に
は
、「
こ
れ
か
ら
漢
字
も
ど
ん
ど
ん
多
く
な
り
ま
す
。
／
子
ど
も

達
の
国
語
の
家
庭
学
習
と
い
え
ば
、〝
読
み
〟
と
〝
書
き
〟
が
主
だ
と
思
い
ま

す
。
／
時
間
の
ゆ
る
す
限
り
、
つ
き
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。﹃
漢
字
っ
て
お
も
し

ろ
い
﹄
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
の
で
す
が
、
筆
順
が
ど
う
も
あ
や
し
い
の
で

す
。
一
度
く
せ
が
つ
く
と
、
な
か
な
か
な
お
り
ま
せ
ん
。」
と
記
し
て
い
る
。

同
号
の
中
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
指
導
に
関
し
て
も
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「﹃
じ
ど
う
車
く
ら
べ
﹄
か
ら
カ
タ
カ
ナ
が
出
て
き
ま
し
た
。」
と
あ
り
、

こ
の
時
期
か
ら
学
習
指
導
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（4）
文
字
の
学
習
指
導
考
察
の
ま
と
め

①
鉛
筆
の
持
ち
方
に
関
し
て
、
持
ち
方
の
悪
い
癖
が
一
度
付
く
と
な
か
な
か
直

せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
＊え5
、
初
期
段
階
で
、
家
庭
に
も
協
力
を
求
め
て
、

丁
寧
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
児
童
の
力
の
入
れ
具
合
に
よ
っ
て
鉛
筆
の
硬

度
を
変
え
る
こ
と
、
一
文
字
を
書
く
マ
ス
目
の
大
き
さ
、
柔
ら
か
い
下
敷
き
の

使
用
な
ど
、
細
や
か
な
配
慮
が
窺
え
る
。

②
文
字
の
学
習
指
導
の
特
色
は
、
ア
．
教
科
書
か
ら
離
れ
て
、
五
十
音
図
に

よ
り
、
画
数
の
少
な
い
易
し
い
文
字
（
つ
・
く
・
し
・
て
―
渡
辺
注
）
か
ら

指
＊導6
、
イ
．
プ
リ
ン
ト
で
一
日
四
・
五
文
字
指
導
、
ウ
．
毎
日
、
家
庭
学
習
で

ノ
ー
ト
に
書
い
て
復
習
し
、
保
護
者
の
点
検
に
よ
っ
て
提
出
、
エ
．
文
字
を
類

型
化
し
、
関
連
づ
け
て
覚
え
さ
せ
る
指
導
、
オ
．
学
習
者
の
実
態
に
合
わ
せ
た

指
導
、
に
見
い
だ
せ
る
。

③
さ
ら
に
、
連
絡
帳
に
連
絡
事
項
を
書
く
と
い
う
実
の
場
に
お
け
る
指
導
に

よ
っ
て
文
字
を
書
く
練
習
が
な
さ
れ
て
い
る
。

④
漢
字
の
学
習
に
関
し
て
は
、
形
式
的
な
学
習
で
は
な
く
、
漢
字
使
用
の
実
際

を
意
識
さ
せ
た
機
能
的
な
指
導
法
が
見
ら
れ
る
。

　

藤
井
圀
彦
は
、「
入
門
期
の
ひ
ら
が
な
指
導
」
に
お
い
て
、「
五
才
児
の
、
ひ

ら
が
な
60
字
か
ら
71
字
よ
め
る
幼
児
は
、
六
十
三
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

そ
れ
だ
け
書
け
る
者
は
、
わ
ず
か
に
三
・
六
％
に
す
ぎ
な
い
。」
と
す
る
国
立

国
語
教
育
研
究
所
の
調
査
を
挙
げ
、「
書
く
こ
と
の
指
導
は
、
や
は
り
読
む
こ

と
以
上
に
て
い
ね
い
に
入
門
か
ら
組
織
的
に
行
う
必
要
が
あ
＊る7
」
と
主
張
し

て
い
る
。
文
字
を
書
く
こ
と
の
指
導
と
し
て
藤
井
圀
彦
は
、「

（1）
各
音
（
文
字
）

の
読
み
書
き
↓
語
の
読
み
書
き
↓
文
の
読
み
書
き
／

（2）
心
的
内
容
↓
音
声
表
現

↓
文
字
表
現
↓
音
節
分
解
に
よ
る
各
音
の
認
知
」
を
挙
げ
、
自
ら
は
、

（2）
の
方

法
を
と
り
、
音
節
分
解
の
段
階
か
ら
、

（1）
の
方
法
を
適
宜
取
り
入
れ
確
実
な
定

着
を
図
る
と
し
て
い＊る8
。
長
岡
由
記
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
か
な
文
字
指
導
の

動
向
と
し
て
、
子
ど
も
の
習
得
過
程
を
見
据
え
た
教
育
が
な
さ
れ
た
と
し
、
特
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徴
を
ⓐ
系
統
性
と
、
ⓑ
話
し
言
葉
か
ら
書
き
言
葉
へ
の
参
入
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
。「
ⓐ
」
に
つ
い
て
は
、
か
な
文
字
習
得
の
た
め
に
つ
け
る
べ
き
能
力
が

問
わ
れ
、
そ
れ
を
意
識
し
た
文
字
教
育
の
あ
り
方
が
教
科
書
に
具
体
的
な
形

で
表
れ
た
と
と
ら
え
て
い
＊る9
。
し
か
し
、
藤
井
圀
彦
は
、
先
の
論
考
の
中
で

一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
教
科
書
に
つ
い
て
、
ひ
ら
が
な
を
書
く
こ
と
の
指
導

は
、
ど
の
時
点
で
、
ど
の
字
か
ら
書
か
せ
る
か
明
確
で
は
な
い
と
述
べ
、
教
科

書
提
示
の
語
や
文
を
何
と
な
く
書
か
せ
た
り
、
比
較
的
画
数
の
少
な
い
︿
し
く

い
こ
と
り
う
つ
﹀
な
ど
の
字
を
選
択
し
て
指
導
し
た
り
し
て
い
る
の
が
実
情
と

指
摘
し
て
い
＊る10
。
知
花
初
枝
教
諭
の
場
合
、
指
導
経
験
に
基
づ
い
た
方
法
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2

　作
文
の
学
習
指
導

（1）
初
期
―
話
し
た
い
こ
と
を
書
く
「
せ
ん
せ
い
、
あ
の
ね
」
作
文
―

　﹃あ
ゆ
み
﹄
四
九
号
（
一
九
八
四
年
六
月
二
八
日
）
に
は
、「
子
ど
も
は
、
お

し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
く
や
し
か
っ
た
こ
と
を
我
先

に
と
話
し
て
く
れ
ま
す
。
／﹃
文
﹄
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
私

に
今
、
一
番
話
し
た
い
こ
と
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
／
家
で
の

こ
と
、
学
校
で
の
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
ま
す
。「
わ
・
は
」「
お
・
を
」

「
え
・
へ
」
の
使
い
方
は
ま
だ
指
導
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
つ
も
り
で

お
読
み
下
さ
い
。」
と
あ
る
。
児
童
の
作
文
が
、
六
五
号
（
七
月
一
七
日
）
ま

で
断
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
児
童
三
名
の
作
文
を
、
次
に
挙
げ
る
。

①
せ
ん
せ
い
、
あ
の
ね　

ば
く
き
の
う
お
ふ
ろ
に
は
い
っ
た
と
き
し
ゃ
ん

ぷ
う
が
め
に
は
い
っ
た
よ
。
お
か
あ
さ
ん
が
め
ぐ
す
り
を
い
れ
て
く
れ
た

よ
。（
四
九
号
・
六
月
二
八
日　

Ｙ
Ｔ
男
）

②
せ
ん
せ
い
あ
の
ね　

ぼ
く
ほ
ん
が
す
き
だ
よ
よ
る
ほ
ん
を
よ
む
そ
ろ
ば
ん

じ
く
に
い
っ
て
い
る
ん
だ
よ
（
五
一
号
・
六
月
三
〇
日　

Ｋ
Ｈ
男
）

③
せ
ん
せ
い
あ
の
ね　

こ
の
ま
え
お
と
う
と
の
た
ん
じ
よ
う
び
で
し
た　

2

さ
い
に
な
っ
た
よ
。（
五
五
号
・
七
月
五
日　

Ｋ
Ｙ
子
）

　
「
せ
ん
せ
い　

あ
の
ね
」
と
話
し
か
け
た
い
こ
と
を
文
字
表
現
に
す
る
方
法

は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
鹿
島
和
夫
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
全
国
的
に
拡
が
っ

＊た11
。
知
花
初
枝
教
諭
の
一
九
八
一
年
度
発
行
の
﹃
こ
だ
ま
﹄
に
も
、
こ
の
方

法
を
用
い
た
作
文
指
導
の
報
告
が
あ
る
。

　

①
の
児
童
は
、
濁
音
、
半
濁
音
、
促
音
、
拗
音
を
用
い
、
ま
た
、
読
点
・
句

点
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
て
い
る
。
②
の
児
童
は
、
句
読
点
、
拗
音
に
問
題
が

あ
る
。
③
の
児
童
は
、
拗
音
の
記
述
が
十
分
で
な
く
、
読
点
も
な
い
。

　

児
童
三
五
名
仲
、
三
一
名
の
作
文
が
載
っ
て
い
る
。
句
読
点
の
学
習
は
な
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
句
読
点
を
全
く
使
え
て
い
な
い
児
童
は
、
三
一

名
中
七
名
、
読
点
が
な
く
、
句
点
の
み
の
児
童
が
二
〇
名
で
あ
っ
た
。

（2）
中
期
―
絵
日
記
「〝
あ
の
ね
〟
と
話
し
か
け
る
つ
も
り
で
」―

　

夏
休
み
の
宿
題
の
絵
日
記
に
つ
い
て
、
知
花
初
枝
教
諭
は
、﹃
あ
ゆ
み
﹄

六
一
号
（
七
月
一
一
日
）
で
、「
夏
休
み
の
宿
題
に
絵
日
記
が
で
ま
す
。
／

﹃
な
か
な
か
か
け
な
い
﹄﹃
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
﹄
と
い
う
の
が
悩
み
の
た
ね
、

そ
こ
で
ま
ず
日
記
の
書
き
方
を
教
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
し
て
、
次
の
通

り
に
保
護
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

日
記
が
書
け
な
い
子
に
話
を
さ
せ
て
、
／「
ラ
ー
メ
ン
を
た
べ
た
」
と

言
え
ば
、
そ
れ
を
親
が
文
章
に
し
て
写
さ
せ
ま
す
。
そ
の
手
本
を
い
く
つ

か
作
れ
ば
、
子
ど
もマ
マ

「
そ
う
や
っ
て
か
く
の
か
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
書

き
方
を
覚
え
、
ど
ん
ど
ん
書
く
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
／
ま
た
、
海
や
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山
な
ど
、
ど
こ
か
へ
行
っ
た
こ
と
だ
け
が
絵
日
記
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
／

し
か
ら
れ
た
と
き
や
ケ
ン
カ
を
し
た
時
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
ど
ん
な

気
持
ち
だ
っ
た
か
を
引
き
出
し
な
が
ら
書
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
／
町
を
歩
い
て
、
道
路
工
事
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
絵
に
描
く
な
ど
、
毎

日
の
生
活
を
か
く
こ
と
が
絵
日
記
で
す
。
／
も
う
一
つ
、
書
く
目
的
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
／
た
と
え
ば
夏
休
み
は
先
生
に
会

え
な
い
か
ら
、
／「
先
生
に
教
え
て
あ
げ
よ
う
」／
と
か
／「
仕
事
に
行
っ

て
い
る
お
父
さ
ん
に
き
か
せ
て
あ
げ
よ
う
」／
と
か
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

絵
日
記
の
書
き
方
の
家
庭
に
お
け
る
指
導
法
が
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ア
．

書
き
方
、
イ
．
題
材
の
見
つ
け
方
、
ウ
．
書
く
目
的
か
ら
指
導
す
る
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る
。
児
童
が
絵
日
記
を
書
け
る
よ
う
に
家
庭
に
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い
よ
＊う12
。

　

絵
日
記
は
、﹃
あ
ゆ
み
﹄
七
二
号
（
九
月
二
日
）
か
ら
断
続
し
て
、
一
〇
〇

号
（
一
〇
月
四
日
）
ま
で
掲
載
さ
れ
た
。
児
童
の
絵
日
記
を
、
次
に
掲
げ
る
。

①
ぼ
く
は
、
き
の
う
お
う
ち
で
、
て
れ
び
を
み
ま
し
た
。
お
に
い
さ
ん
は
、

じ
ゃ
ん
ぷ
を
み
て
い
ま
し
た
。（
八
七
号
・
九
月
一
九
日　

Ｙ
Ｔ
男
）

②
ぼ
く
は
し
っ
た
と
き
い
き
が
く
る
し
く
な
か
っ
た
で
す
ら
じ
お
た
い
そ
お

わ
た
と
き
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
こ
う
み
ん
か
ん
で
ら
じ
お
た
い
そ
う
を
や
り

ま
し
た
。（
九
三
号
・
九
月
二
六
日　

Ｋ
Ｈ
男
）

②
お
と
う
と
が
び
ょ
う
い
ん
か
ら
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
／
○
し
（
ゅ
―
教

諭
に
よ
る
訂
正
、
以
下
同
じ
）
ず
（
じ
ゅ
）
つ
の
あ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
よ
し
の
す
き
な
え
ほ
ん
を
よ
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。（
＊
○
は
、
一
マ
ス

空
き
を
表
す
、
以
下
同
じ
。　

九
一
号
・
九
月
二
二
日　

Ｋ
Ｙ
子
）

　

ま
だ
、
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
を
学
習
す
る
前
段
階
で
あ
る
。
①
は
、
句
読
点
が

打
て
、
半
濁
点
、
拗
音
も
正
し
く
書
け
、
文
章
は
整
っ
て
い
る
。
②
は
、
読
点

が
な
く
、
句
点
、
長
音
、
促
音
も
十
分
で
は
な
い
。
③
に
関
し
て
は
、
読
点
が

な
い
が
文
意
識
を
持
っ
て
句
点
を
打
っ
て
い
る
。
拗
音
、
長
音
は
書
け
て
い
る

が
、「
手
術
」
を
「
し
ず
つ
」
と
発
音
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（3）
発
展
期
―
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
た
作
文
指
導
―

　

毎
日
の
日
記
、
学
校
行
事
、
季
節
の
催
し
も
の
に
関
連
し
た
作
文
の
指
導
、

図
書
室
へ
の
要
望
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
お
礼
、
国
語
の
読
む
こ
と
と

関
連
づ
け
た
作
文
指
導
な
ど
、
多
様
な
作
文
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
四

号
（
一
〇
月
一
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
一
〇
月
の
「
読
書
旬マ

間マ

」
に
お
い
て
も
、

感
想
文
・
感
想
画
・
紙
芝
居
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
〇
八
号
（
一
〇
月
一
八
日
）
で
、
児
童
Ｋ
Ｙ
女
は
、
紙
芝
居
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
に
書
い
て
い
る
。

○
わ
た
し
は
き
ょ
う
い
し
か
わ
げ
ん
す
け
お
じ
い
さ
ん
と
き
ん
じ
ょ
う
や

す
な
が
お
じ
い
さ
ん
の
お
は
な
し
で
、
い
ち
ば
ん
か
み
し
ば
い
が
お
も
し

ろ
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
ど
う
し
て
か
み
し
ば
い
を
つ
く
り
ま

し
た
か
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
も
つ
く
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

 

（
Ｋ
Ｙ
子
）

　

文
章
上
部
に
は
、
自
ら
線
を
引
い
て
枠
を
作
り
、
絵
を
描
い
て
い
る
。
絵
日

記
風
の
仕
立
て
で
あ
る
。
助
詞
の
「
は
」「
も
」
が
正
確
に
使
え
て
い
る
。
句

読
点
は
、
十
分
で
は
な
い
。
二
人
の
「
お
じ
い
さ
ん
」
に
問
い
か
け
る
形
で
書

か
れ
て
い
て
、
相
手
意
識
が
明
確
で
、
丁
寧
な
こ
と
ば
遣
い
も
試
み
て
い
る
。

　

読
書
感
想
文
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

○
ぼ
く
は
、
へ
ん
し
ん
！
ス
グ
ナ
ク
マ
ン
の
本
で
、
お
も
し
ろ
かマ

たマ

と
こ
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ろ
は
、
よ
し
お
く
ん
が
、
け
ん
ち
ゃ
ん
を
な
か
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ト
イ

レ
で
お
し
っ
こ
を
か
け
て
、
な
か
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
／
ぼ
く
も
、
と
も

だ
ち
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ふ
た
り
に
な
か
さ
れ
た
と

き
、
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
／
○
ぼ
く
が
、
も
し
よ
し
お
く
ん
だ
っ
た

ら
、
け
ん
ち
ゃ
ん
と
と
も
だ
ち
に
な
っ
て
い
た
と
お
も
い
ま
す
。
と
も
だ

ち
に
な
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
て
あ
そ
ん
で
い
た
と
お
も
い
ま
す
。

 

（
一
一
四
号
・
一
〇
月
二
九
日　

Ｙ
Ｔ
男
）

　

児
童
Ｙ
Ｔ
男
の
作
文
が
掲
載
さ
れ
た
一
〇
月
は
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
学
習
を
始

め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
Ｙ
Ｔ
男
は
、
正
確
に
カ
タ
カ
ナ
語
を
用
い
、
助
詞
の
使

用
も
適
切
で
、
句
読
点
・
拗
音
・
長
音
・
促
音
も
脱
字
は
あ
る
が
正
確
に
書

け
、
段
落
意
識
を
も
っ
て
記
述
で
き
て
い
る
。
読
書
感
想
文
の
指
導
内
容
は
不

明
で
あ
る
が
、
内
容
に
関
し
て
も
、
自
ら
の
体
験
を
重
ね
て
気
持
ち
を
述
べ
、

さ
ら
に
、
条
件
節
を
用
い
て
、
望
む
べ
き
内
容
を
想
像
し
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｋ
Ｈ
男
の
日
記
風
の
作
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
き
の
う
の
よ
る
い
か
ず
（
づ
）
り
に
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
き
よ
う
し

ろ
い
か
の
お
つ
ゆ
に
し
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
ま
た
し
ろ
い
か
お
（
を
）

と
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
（
一
二
五
号
・
一
一
月
一
九
日　

Ｋ
Ｈ
男
）

　

こ
の
児
童
の
作
文
は
、「
い
か
ず
り
」
の
よ
う
に
、
音
声
を
そ
の
ま
ま
文
字

に
し
、「
い
か
」＋「
つ
り
」
の
よ
う
に
複
合
語
を
語
単
位
に
分
け
て
と
ら
え
て
、

意
味
を
把
握
し
た
上
で
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
読
点
の
使
用
、
拗

音
、
助
詞
の
使
用
も
不
十
分
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
児
童
個
々
で
、
文

字
の
使
用
と
文
章
の
記
述
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（4）
結
実
期
―
作
文
「
う
ち
の
人
の
こ
と
」

　
﹃
あ
ゆ
み
﹄
の
最
後
の
部
分
に
は
、「
う
ち
の
人
の
こ
と
」
と
題
す
る
三
五
名

全
員
の
作
文
が
載
せ
ら
れ
た
。
一
年
生
最
後
の
作
文
と
い
っ
て
よ
く
、
個
々
の

児
童
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
作
文
は
、
教
諭
の
指
導
の
手
が
必
ず
し

も
入
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
作
文
能
力
の
実
態
を
映
し
て
い
る
。

　

題
名
は
、
お
と
う
さ
ん
（
一
二
名
）、
お
か
あ
さ
ん
（
八
名
）、
い
も
う
と
お

と
う
と
（
七
名
）、
お
ば
あ
さ
ん
（
四
名
）、
赤
ち
ゃ
ん
（
二
名
）、
お
ね
え
さ

ん
（
一
名
）、
お
ば
さ
ん
（
一
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

漢
字
は
、
学
・
校
・
手
・
赤
・
百
・
円
・
早
・
月
・
漢
数
字
な
ど
三
九
種
類

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
平
均
行
数
（
一
行
二
〇
字
）
一
三
・
七
、
最
大
三
〇

行
、
最
小
六
行
で
あ
っ
た
。
会
話
文
を
一
回
以
上
使
用
し
て
い
る
者
は
一
〇
名

で
あ
っ
た
。
助
詞
、
カ
タ
カ
ナ
、
句
読
点
・
拗
音
・
長
音
・
促
音
の
使
用
も
、

濁
点
・
句
読
点
に
問
題
の
あ
る
一
例
を
除
い
て
、
お
お
む
ね
適
切
に
な
さ
れ
て

い
る
。①

お
ば
さ
ん

○
し
ゅ
り
の
お
ば
さ
ん
は
、
ね
こ
と
す
ん
で
い
ま
す
。
ね
こ
は
三
び
き
い

まマ

まマ

す
。
ぼ
く
が
一
ぴ
き
の
た
ろ
う
を
な
で
よ
う
と
す
る
と
、
す
ぐ
に

げ
ま
す
。
で
も
、
ち
か
く
で
こ
う
じ
を
し
て
い
る
だ
い
く
さ
ん
に
は
な

れ
て
い
ま
す
。
／
も
う
一
ぴ
き
は
、
は
な
と
い
い
ま
す
。
お
ば
さ
ん
が

「
は
な
、
お
い
で
。」／
と
い
う
と
す
ぐ
き
ま
す
。
／
プ
ラ
モ
デ
ル
を
か
う

と
き
、
お
と
う
さ
ん
に
、「
お
金
を
ち
ょ
う
だ
い
。」／
と
い
う
と
「
お
ば

さ
ん
か
ら
も
ら
い
な
さ
い
。」
と
い
い
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
は
、
し
マょ
っ

ちマ
う
こ
う
だ
か
ら
、
こ
の
く
せ
を
なマ

マ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
／
お
ば
さ
ん

は
、
よ
く
ぼ
く
に
プマ

マフ
モ
デ
ル
を
か
っ
て
く
れ
ま
す
。（
Ｙ
Ｔ
男
）
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②
赤
ち
ゃ
ん

○
ぼ
く
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
ミ
ル
ク
を
の
む
と
き
、
と
き
ど
き
せ
き
の
か
わ

り
に
ミ
ル
ク
を
は
き
だ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
だ
か
な
い
と
な
く
く

せ
も
あ
り
ま
す
。
名
ま
え
は
み
ゆ
き
と
い
い
ま
す
。
／
○
ぼ
く
が
い
な
い

い
な
い
ば
あ
を
し
た
ら
わ
ら
い
ま
す
／
○
お
な
か
が
す
く
と
、
す
ぐ
に
な

き
だ
し
て
し
ま
い
ま
す
、
そ
の
と
き
は
お
か
あ
さ
ん
が
ミ
ル
ク
を
の
ま
せ

ま
す
。
／
○
二
ば
ん
め
の
い
も
う
と
も
み
ゆ
き
を
わ
ら
わ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
／
○
ぼ
く
か
ら
の
お
ね
が
い
は
、
ほ
い
く
え
ん
に
な
っ
て
も
、

よ
う
ち
え
ん
に
な
っ
て
も
い
つ
も
げ
ん
き
な
み
ゆ
き
で
い
て
く
だ
さ
い
。

 

（
Ｋ
Ｈ
男
）

③
お
と
う
と

わ
た
し
の
お
と
う
と
は
、
よ
く
女
の
子
と
ま
ち
が
え
ら
れ
ま
す
。
ほ
ん
と

う
に
女
の
子
み
た
い
で
す
。
／
○
お
と
う
と
の
名
ま
え
は
、
つ
よ
し
と
い

い
ま
す
。
／
○
つ
よ
し
は
、
十
円
を
百
円
と
お
も
っ
た
り
、
百
円
を
十
円 

と
お
も
っ
た
り
し
ま
す
。
／
○
わ
た
し
が
べ
ん
き
ょ
う
を
し
て
い
る

と
／「
ゆ
う
こ
、
い
っ
し
ょ
に
す
わ
る
う
。」
と
い
い
ま
す
。
／
○
つ
よ
し

は
、
よ
く
お
ね
え
さ
ん
の
も
の
を
い
た
ず
ら
し
て
お
こ
ら
れ
ま
す
。
／
○

お
正
月
に
お
年
だ
ま
を
も
ら
う
と
き
、
小
さ
い
じ
ゅ
ん
に
名
ま
え
が
よ
ば

れ
た
の
で
、
つ
よ
し
が
一
ば
ん
で
し
た
。
つ
ぎ
が
わ
た
し
で
し
た
。
／
○

つ
よ
し
は
、
す
ぐ
に
ち
ょ
う
だ
い
を
し
ま
し
た
。
わ
た
し
も
つ
よ
し
の
ま

ね
を
し
ま
し
た
。
／
○
わ
た
し
は
、
つ
よ
し
が
大
す
き
で
す
。
／
○
つ
よ

し
は
、
わ
た
し
と
お
ね
え
さ
ん
が
け
ん
か
を
す
る
と
、
わ
た
し
の
み
か
た

を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
／
○
わ
た
し
の
ね
が
い
は
、
お
と
な
に
な
っ
て

も
、
つ
よ
し
が
、
び
ょ
う
き
に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。（
Ｋ
Ｙ
子
）

　

①
の
Ｙ
Ｔ
男
の
作
文
に
教
諭
の
手
は
入
っ
て
い
な
い
。
表
現
力
の
あ
る
児
童

で
あ
る
が
、
急
い
で
書
き
上
げ
て
推
敲
、
校
正
の
な
い
ま
ま
に
提
出
し
、
そ
の

ま
ま
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
段
落
初
め
の
書
き
方
、
脱
字
、
カ
タ
カ
ナ

語
の
誤
り
、
発
音
の
誤
り
に
よ
る
書
字
上
の
誤
り
が
後
半
に
集
中
し
て
い
る
。

内
容
の
ま
と
ま
り
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
一
方
、
会
話
を
効
果
的
に
取
り
入

れ
た
作
文
と
な
っ
て
い
る
。
②
の
Ｋ
Ｈ
男
の
作
文
は
、
教
諭
の
指
導
が
入
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
主
述
に
対
応
し
て
い
な
い
点
が
あ
る
が
、
内
容
に

は
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
書
字
上
の
誤
り
も
な
く
適
切
な
表
現
が
な
さ
れ
、
情
景

を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
表
現
力
の
成
長
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
③
の
Ｋ
Ｙ
女

も
書
字
に
あ
や
ま
り
は
な
く
、
会
話
を
入
れ
て
丁
寧
に
描
き
、
内
容
も
整
っ
て

い
る
。
紙
芝
居
に
関
す
る
作
文
に
は
句
読
点
の
使
用
が
十
分
で
は
な
か
っ
た

が
、
一
年
の
内
に
表
現
力
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に
―
考
察
の
ま
と
め

　

知
花
初
枝
教
諭
発
行
・
刊
行
の
﹃
あ
ゆ
み
﹄
を
中
心
に
文
字
・
作
文
教
育
に

関
す
る
考
察
を
行
っ
た
。
考
察
の
結
果
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

1　

文
字
の
指
導

　

家
庭
に
も
鉛
筆
の
持
ち
方
の
要
点
を
知
ら
せ
、
家
庭
の
教
育
力
に
働
き
か
け

つ
つ
、
協
力
し
て
時
間
を
か
け
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
①
鉛
筆
の
持
ち
方

に
関
し
て
、
初
期
段
階
で
、
家
庭
に
も
協
力
を
求
め
て
、
細
や
か
な
配
慮
の
基

に
、
丁
寧
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
②
文
字
の
学
習
指
導
は
、
教
科
書
か
ら

離
れ
た
五
十
音
図
に
よ
る
指
導
、
易
し
い
文
字
か
ら
の
指
導
、
一
日
四
・
五
文
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字
指
導
、
文
字
の
類
型
化
と
関
連
づ
け
に
よ
る
指
導
、
学
習
者
の
実
態
に
合
わ

せ
た
指
導
、
実
の
場
に
お
け
る
指
導
に
特
色
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、

一
九
八
〇
年
代
の
動
向
に
よ
ら
ず
、
指
導
体
験
の
蓄
積
に
基
づ
い
て
い
る
。
③

漢
字
の
学
習
に
関
し
て
は
機
能
的
な
指
導
法
が
見
ら
れ
る
。

2　

作
文
の
学
習
指
導

　

日
記
、
行
事
、
季
節
の
催
し
、
願
い
、
要
望
、
お
礼
な
ど
、
日
常
生
活
・
学

校
生
活
に
関
連
さ
せ
た
作
文
指
導
、
国
語
の
読
む
こ
と
と
関
連
づ
け
た
作
文
指

導
な
ど
、
多
様
な
作
文
指
導
が
、
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
つ
つ
、
協
力
し
て
な

さ
れ
て
い
る
。

　

①
初
期
に
は
、
児
童
の
話
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
と
ら
え
た
作
文
指
導
が
な

さ
れ
た
。
②
中
期
の
夏
休
み
に
は
、
絵
日
記
の
指
導
を
、
書
き
方
、
題
材
の
見

つ
け
方
、
書
く
目
的
か
ら
行
う
こ
と
を
家
庭
に
も
求
め
て
行
っ
た
。
つ
い
で
、

③
発
展
期
に
は
、
様
々
な
こ
と
に
関
連
づ
け
た
作
文
指
導
が
な
さ
れ
た
。
一
つ

一
つ
を
丁
寧
に
仕
上
げ
る
作
文
指
導
で
は
な
く
、
家
庭
の
協
力
も
得
な
が
ら
興

味
・
関
心
を
と
ら
え
て
多
く
書
き
慣
れ
さ
せ
る
方
針
だ
と
考
え
る
。
学
級
通
信

は
、
家
庭
に
協
力
を
要
請
し
、
子
ど
も
の
作
文
を
掲
載
す
る
こ
と
で
書
く
意
欲

を
引
き
出
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
④
結
実
期
に
は
、
児
童
は
、
知
花
初
枝

教
諭
の
添
削
も
考
え
ら
れ
る
が
、
多
く
が
整
っ
た
文
章
を
書
く
に
至
っ
て
い

る
。

　

学
級
通
信
か
ら
は
、
指
導
の
実
際
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

家
庭
の
教
育
力
に
も
働
き
か
け
、
保
護
者
の
協
力
を
求
め
、
学
級
通
信
に
児
童

の
姿
を
生
き
生
き
と
伝
え
、
児
童
の
作
文
を
多
数
掲
載
し
、
意
欲
を
喚
起
し
つ

つ
作
文
教
育
を
多
様
か
つ
総
合
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

知
花
初
枝
教
諭
が
勤
め
た
沖
縄
中
部
は
学
級
通
信
が
盛
ん
に
発
行
・
刊
行
さ
れ

た
地
域
で
あ
＊る13
。
こ
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
作
文
教
育
は
、
沖
縄
の
作
文
教

育
の
一
断
面
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
研
究
を
進
め
た
い
。

︻
注
︼

＊
1　

野
地
潤
家
「
学
校
社
会
に
お
け
る
記
録
活
動
の
組
織
化
」（﹃
こ
の
子

を
ど
う
導
く
か
﹄
Ⅳ　

一
九
五
八
年
一
〇
月　

広
島
県
文
集
編
集
委
員

会
、
所
収
、
野
地
潤
家
﹃
作
文
指
導
論
﹄
一
九
七
五
年
五
月　

共
文
社　

九
一
・
九
二
頁
）

＊
2　

＊
1
に
同
じ
（
九
二
頁　

参
照
）。

＊
3　

知
花
初
枝
元
沖
縄
市
立
島
袋
小
学
校
校
長
か
ら
の
一
九
九
七
年
一
二
月

二
〇
日
付
書
簡
に
拠
っ
た
。

＊
4　

＊
3
に
同
じ
。

＊
5　

知
花
初
枝
教
諭
発
行
の
喜
名
小
学
校
一
年
の
学
級
通
信
﹃
わ
か
ば
﹄
四

号
（
一
九
九
四
年
四
月
一
三
日
）
に
「
文
字
の
読
み
書
き
は
で
き
る
の

に
、
正
し
く
鉛
筆
の
持
て
な
い
子
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
／（
中
略
）
一
度

く
せ
が
つ
く
と
な
か
な
か
な
お
せ
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。

＊
6　

喜
名
小
学
校
一
年
の
学
級
通
信
﹃
わ
か
ば
﹄
四
号
（
一
九
九
四
年
四

月
一
六
日
）
に
は
、「
私
は
教
科
書
か
ら
す
こ
し
離
れ
て
、
画
数
の
少
な

い
や
さ
し
い
文
字
か
ら
練
習
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。（
つ
・
く
・

し
・
て
）
か
ら
始
め
ま
す
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
真
っ
白
な
五
十
音
表
に

一
日
二
文
字
ほ
ど
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
／「
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
」

が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
、
あ
わ
て
ず
に
進
も
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
7　

藤
井
圀
彦
「
入
門
期
に
お
け
る
ひ
ら
が
な
指
導
」（﹃
月
刊
国
語
教
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育
研
究
﹄
一
九
八
〇
年
三
月　

日
本
国
語
教
育
学
会
編
、
所
収　

飛
田

多
喜
雄
・
野
地
潤
家
監
修　

小
林
一
仁
編
集
・
解
説
﹃
国
語
教
育
基
本

論
文
集
成　

第
20
巻
／
国
語
科
言
語
教
育
論

（2）　

文
字
・
漢
字
・
書

写
指
導
論
﹄
一
九
九
三
年　

明
治
図
書　

八
五
頁
）、
但
し
、
引
用
の

「
六
十
三
・
二
％
」
は
、
国
立
国
語
研
究
所
﹃
幼
児
の
読
み
書
き
能
力
﹄

（
一
九
七
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
六
三
・
九
〇
％
で
あ
る
。

＊
8　

＊
7
に
同
じ
（
八
五
頁
）。

＊
9　

長
岡
由
記
「
小
学
校
入
門
期
に
お
け
る
か
な
文
字
教
育
の
意
義
と
役
割

―
一
九
八
〇
年
代
を
中
心
に
―
」（﹃
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨

集
﹄
一
一
七　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月　

五
〇
頁
）

＊
10　

＊
7
に
同
じ
（
八
六
頁
）。

＊
11　

鹿
島
和
夫
の
実
践
は
、
鹿
島
和
夫
編
﹃
一
年
一
組　

せ
ん
せ
い
あ
の

ね
：
詩
と
カ
メ
ラ
の
学
級
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
﹄（
一
九
八
一
年
二
月　

理
論

社
）
に
結
実
し
て
い
る
。

＊
12　
「
こ
ど
も
に
言
っ
て
い
け
な
い
こ
と
ば
」（
五
号
・
四
月
一
二
日
）、「
生

活
の
リ
ズ
ム
を
親
子
で
つ
く
ろ
う
」（
一
七
号
・
五
月
一
日
）、「「
子
ど
も

の
叱
り
方
」（
二
四
号
・
五
月
一
二
日
）、「
過
保
護
、
過
干
渉
」（
三
四

号
・
五
月
二
八
日
）、「
テ
レ
ビ
漬
け　

七
つ
の
大
罪
」（
三
九
号
・
六
月

六
日
）、「
位
取
り
記
数
法
を
ど
う
教
え
る
か
」（
八
九
号
・
九
月
二
一

日
）、
他
に
音
読
指
導
に
関
す
る
こ
と
な
ど
（
六
五
号
・
七
月
一
七
日
）

に
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
家
庭
教
育
力
の
向
上
を
求
め
て
の
こ
と
だ
と
考
え

る
。

＊
13　

例
え
ば
、
知
花
初
枝
教
諭
が
読
谷
村
立
喜
名
小
学
校
で
同
僚
で
あ
っ
た

神
谷
乗
好
教
諭
は
、
三
〇
年
以
上
に
亘
り
、
詩
文
集
・
文
集
・
学
級
通
信

を
出
し
続
け
た
。
神
谷
乗
好
教
諭
は
、
一
九
九
一
年
度
に
第
二
二
回
博
報

賞
を
受
賞
し
た
。

 

（
高
知
大
学
名
誉
教
授
）
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